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グローバル競争の中で日本経済・企業の売上地位が長期的に低下

－日本型競争モデル（キャッチアップ型×連続的改善・改良力）一本足打法の

耐用期限切れ
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出所：Fortune Global 500の各年のデータをIGPIで集計

新しいESG資本主義の実現課題：日本企業の「長距離走力」の再生
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長距離走力の源：本業の稼ぐ力の差が未来投資力、ESG投資力の差を拡大する現実の直視

高リスクの大規模イノベーション投資（リスクマネー循環）の持続力が問われる破壊的イノベーシ
ョンの時代においては、本業の稼ぐ力が未来投資力、人材投資力、ESG投資力を規定する

「三方良し」は分配論、費用論よりも、まずは成長論、投資論で語られるべき新資本主義の時代

出所：Bloomberg
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（2019年、単位：兆円）
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